
【放課後等デイサービス】
公表：令和3年2月20日

事業所名：放課後等デイサービスマーガレット 　保護者等数（児童数）21人　　　回収数　16人　　　割合　76％

チェック項目 はい

どちらと
も

いえな
い

いいえ 無回答 ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等の
スペースが十分に
確保されているか

13 2 0 1
実際の現場を見て
ないのでわかりま
せん。

利用人数は、定員10名に対し、1日平均9名～10
名で調整して対応しています。また、利用児童1人
当たりの床面積は、設置基準を満たしておりま
す。都市農業センターの畑やグランドといった課
外活動を多く計画し、のびのび遊べる機会を考
え、取り組んでいます。

②
職員の配置数や専
門性は適切である
か

12 3 0 1

・実際の現場を見
てないのでわかり
ません。
・車の送迎時、運転
手だけで大丈夫か
なと思うことがあり
ます。

保育士や、看護師、教員免許取得者、社会福祉
士などの資格を保有している児童指導員が療育
を行っています。リトミック、手話教室や英語教
室、工作つくり、ボッチャスポーツ等、専門を生か
したスタッフが活動内容を計画実施しています。
送迎時は、起こりえることを毎回事前に職員で確
認しながら、席順や送迎ルートなど考えて、てん
かん発作の可能性のある児童について情報提供
カードを作成し、緊急時に対応できるようにしてい
ます。

③

事業所の設備等
は、スロープや手
すりの設置などバ
リアフリー化の配
慮が適切になされ
ているか

10 4 0 2
実際の現場を見て
ないのでわかりま
せん。

玄関の足台、手すりの設置等行い、児童の状況
に応じて対応している。当事業所のもっとうであ
る、アツトホームな施設を目指しており、何時でも
来所いただけると対応できると考える。

④

子どもと保護者の
ニーズや課題が客
観的に分析された
上で、放課後等デ
イサービス計画　ｉ
が作成されている
か

14 1 0 1 ご意見なし。

スタッフ全員で、毎月の課題や目標の設定と、定
期的に市役所から認められたアセスメントに基づ
いて評価を行っています。またモニタリング月に
は、保護者様と面談した上で、放課後等デイサー
ビス個別支援計画の作成を行っています。

⑤

活動プログラム　ｉｉ
が固定化しないよ
う工夫されている
か

13 1 0 2
実際の様子見てな
いので不明です。

活動内容は、スタッフ全員で検討し計画していま
す。今年度は新型コロナウイルス感染拡大を鑑み
て、大幅に内容を変更いたしました。
平日の活動は、宿題が終わってから創作活動や
アナログゲーム（トランプ・卓球等）、外遊びを行っ
ている。コミュニケーションや社会のルール理解す
るために必要となる言葉や数を臨機応変に使いこ
なす練習ができる機会として取り組んでいます。
事業所間で出来る手話教室、リトミック、英会話教
室、お店屋さんごっこ等行事を組み入れ、楽しい
日々を起こることができました。今後も専門性を活
かし、活動プログラムを色々と行っていきたいと考
えます。

⑥

放課後児童クラブ
や児童館との交流
や、障害のない子
どもと活動する機
会があるか

4 9 0 3
実際の様子見てな
いので不明です。

こども食堂を利用し、障害のない子どもとの交流
の場となったり、ふれあい館の活動企画に参加し
て他の放課後等の児童との交流の時間を計画実
施出来ていましたが今年度は、新型コロナウイル
ス感染拡大予防のため、交流を自粛し、鹿児島市
都市農業センターでの課外活動（野菜つくり）等を
計画実施してきました。収穫できた野菜で芋餅や
カレー、たこ焼きなどつくりました。芋の収穫は土
にまみれながら楽しい1日となりました。

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）
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⑦

支援の内容、利用
者負担等について
丁寧な説明がなさ
れたか

13 2 0 1 ご意見なし。

利用契約時に説明を行っている。利用者負担等
の変更があった場合は、変更に合わせて事前に
連絡いただき対応している。。支援内容について
は、モニタリング時に保護者様、相談支援委員と
の情報交換を行い、支援へ活かしている。

⑧

日頃から子どもの
状況を保護者と伝
え合い、子どもの
発達の状況や課題
について共通理解
ができているか

12 4 0 0
連絡帳の使い方
が？

令和元年の4月から、お子様と関わる時間の充実
を優先し、記載内容の簡素化を図り、送迎時に情
報交換させていただいています。ラインなど活用
を見直し、お互いが共通理解できるように努めて
いきます。ご家族の方が気になることがありました
ら何時でも書いていただけると助かります。

⑨

保護者に対して面
談や、育児に関す
る助言等の支援が
行われているか

12 4 0 0 ご意見なし。

評価時の面談は保護者様と日程調整を行い実施
しています。時には個別的に助言を行い、一緒に
取り組み悩むこともありました。一つ一つが勉強
の機会となり、支援へ繋げられたと思います。そ
の他、LINEや来所など色々な方法で保護者様か
らの相談、療育に関する助言等支援させていただ
いています。

⑩

父母の会の活動の
支援や、保護者会
等の開催等により
保護者同士の連携
が支援されている
か

※保護者会につい
て、例年、年2回開
催をしているが、今
年度は新型コロナ
ウイルス感染拡大
防止のため開催で
きておりませんの

⑪

子どもや保護者か
らの苦情につい
て、対応の体制を
整備するとともに、
子どもや保護者に
周知・説明し、苦情
があった場合に迅
速かつ適切に対応
しているか

11 2 0 3 ご意見なし。

苦情については、鹿児島県社会福祉協議会の研
修を受けた職員が担当し、対応マニュアルに沿っ
て対応しています。玄関には意見箱の設置、受付
担当者と第三者委員を事業所内に掲示し、対応し
ています。受けた苦情については、迅速な対応と
報告を心掛け努めていきたいと思います。いろい
ろなご意見等ありましたら宜しくお願いいたしま
す。

⑫

子どもや保護者と
の意思の疎通や情
報伝達のための配
慮がなされている
か

15 1 0 0 ご意見なし。

連絡帳や、LINEの活用、また送迎時に、保護者と
の情報伝達交換を行うように努めています。何時
でも連絡いただけると対応していきたいと思いま
す。

⑬

定期的に会報や
ホームページ等
で、活動概要や行
事予定、連絡体制
等の情報や業務に
関する自己評価の
結果を子どもや保
護者に対して発信
しているか

12 3 0 1 ご意見なし。

保護者会の際に、活動状況を動画作成しを閲覧し
て頂くようにしたり、行事予定や自己評価に関す
る自己評価結果等をホームページに発信しており
ます。参加できない保護者の方には、会議禄、行
事予定や自己評価に関する自己評価結果等をお
渡ししています。

⑭
個人情報に十分注
意しているか 14 1 0 1 ご意見なし。

個人情報の使用に係る同意書を利用開始時に説
明、同意を得ています。鍵付きのロッカーで管理
し、個人情報の漏洩には気をつけていきたいと思
います。
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⑮

緊急時対応マニュ
アル、防犯マニュ
アル、感染症対応
マニュアルを策定
し、保護者に周知・
説明されているか

10 5 0 1 不明

マニュアルには、事故緊急時対応マニュアル、感
染症予防マニュアル・非常災害時対応マニュアル
があり、スタッフ間での周知、活用しています。
緊急時の対応、嘔吐時の対応を事業所内に掲示
し、迅速に対応できる体制作りに努めています。
防犯については、夏休みに明和交番の警察官に
講話をお願いしており、職員・児童に不審者侵入
の際の対応について学ぶ機会を計画実施出来て
います。。

⑯

非常災害の発生に
備え、定期的に避
難、救出、その他
必要な訓練が行わ
れているか

12 2 0 2 不明

夏休みに明和分遣消防隊の方が来所して防災訓
練を行って消火訓練を計画実施しているのですが
今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の
為、自主訓練となり、消防隊に報告書を提出しま
した。

⑰
子どもは通所を楽
しみにしているか 15 1 0 0

マーガレットのおか
げで、〇〇もとても
楽しそうです。

通所を楽しみにできるよう今後も計画実施につと
めてまいります。

⑱
事業所の支援に満
足しているか 14 2 0 0

私も安心して頼っ
てばかりで申し訳
ないくらいです。

ご意見ありがとうございます。支援の内容等、契
約時に希望に応じることができるか判断、検討し、
実施していますがまだまだ不十分かと思います。
安心安全で利用できるように努力していきたいと
思います今後ともよろしくお願いいたします。追加
利用の場合は定員の関係上希望に沿えない状況
がありますので、ご理解とご協力をお願い致しま
す。

ｉ

ｉｉ

※1保護者会ha、例年は年２回開催しておりますが、今年度はコロナウイルス感染防止のため開催できていません。

　放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に
関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内
容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任
者が作成する。

　事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障害特性や課題、平日/休日/長
期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。
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